
2024年4月より
内視鏡室を増設しました

近年、予約困難であった内視鏡検査が、3部屋から4部屋へ増設したことで、予約が取りやすくなりました。
また、2階の待合室も増設したことで、ゆとりある環境でご受診頂けます。
内視鏡検査の予約枠は緩和されましたが、満員になる可能性がありますので、ご予約はお早めに！！
※増設は、労衛研健診センターのみとなります。

＊

◆待合室

◆内視鏡室

労衛研健診センターへのご予約・お問い合わせ

092-526-1087
受付時間／8：30～17：00



※下記の項目に該当する方は、胃内視鏡線検査をご案内できない場合がありますので、
ご了承ください。

・妊娠中、または妊娠の可能性がある方
・胃内視鏡検診に関するインフォームド・コンセントや同意書の取得ができない方
・消化器潰瘍など胃疾患で受療中の方（ヘリコバクタ―・ピロリ除菌中も含む）
・検査当日の血圧が180/110mmHg以上の方 ・体重が130kg以上の方
・咽頭、鼻腔などに重篤な疾患があり、内視鏡の挿入ができない方
・呼吸不全がある方 ・急性心筋梗塞や重篤な不整脈など心疾患のある方
・明らかに出血傾向またはその疑いがある方
・全身状態が悪く、胃内視鏡検査に耐えられないと判断された方
・疾患の種類にかかわらず、入院中の方

受診についての注意事項
＜飲食について＞
・検査前日）21時以降は絶食となります。水・お茶は飲まれてかまいません。
・検査当日）起床後コップ2杯のお水をお飲みください。
（牛乳、コーヒーなどの飲み物はお避けください）
・お薬手帳のある方は、当日ご持参ください。

＜検査後について＞
・組織を採取された方は、当日のアルコール・刺激の強い食事は控えてください。
・飲食については、のどの麻酔がきれた後は、かかりつけ医からの制限がなければ自由です。

胃内視鏡検査方法

検査概要
先端にカメラ（内視鏡）がついた細くて柔らかいチューブを口または鼻から入れて胃の中を直
接観察する検査です

受診間隔 2年に１回

検査時間 10～15分

実施場所 施設（センター）

前処置 前日21：00以降絶食（水のみ可)

検査の特徴

・胃の粘膜を直接観察でき、異常所見を疑う場合はその場で組織採取を行うことができる
・基本的に体位変換が不要である
・咽頭反射（オエッとなる）がある
＊反射が少ない鼻からのカメラも実施しております
＊当センターでは眠たくなる薬を使用しておりませんが、鼻やのどの局所麻酔を行います

画像
胃内視鏡画像例

（胃がん発見例）

＊出典：厚生労働省ホームページ


